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2)  現在のリハビリテーション料に切り替えた理由  

 現在のリハビリテーション料に切り替えた理由については、「病態が変化したため」

（40.6％）が最も多く、次いで、「新たな疾患が発症したため」（31.9％）となっている。 

図表 6.7-10 現在のリハビリテーション料に切り替えた理由 

40.6% 31.9% 26.1% 1.4%
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合計

（N=69)

病態が変化したため 新たな疾患が発症したため その他 無回答
 

(6)  その他の算定項目（複数回答） 

 「呼吸器リハビリテーション料」以外に算定した項目については 249 名のうち 48 名が算

定しており、内訳は次のとおりとなっている。 

図表 6.7-11 その他の算定項目 
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(7)  調査時点の患者の状態 

1)  リハビリテーションの段階 

 リハビリテーションの段階については、「維持期」（43.0％）が最も多く、次いで、「急

性期」（35.3％）、「回復期」（18.9％）となっている。 

図表 6.7-12 リハビリテーションの段階 

35.3% 18.9% 43.0% 2.8%
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急性期 回復期 維持期 無回答
 


